
等
問
合
せ
の
た
め
葉
書
を
出
す
、
過
日
束
観
の
第
一
高
等
女
學
校
生
徒
有
志

よ
り
金
爪
圃
寄
附
さ
れ
た
り
。
岡
田
先
生
来
ら
る
。
入
場
者
特
別
券
六
拾

錢
、
普
通
券
四
圃
賦
拾
五
錢
、
下
足
料
八
拾
八
錢
、
綸
葉
書
参
圃
九
拾
煎

錢
、
練
牧
入
拾
四
圃
六
拾
五
錢
、
宿
直
佐
藤
〔
勉
〕
久
萬
〔
盛
幸
〕
雨
氏
。

九
日
午
前
十
時
、
市
立
忍
岡
小
學
校
訓
導
永
田
奥
作
氏
来
り
、
高
等
科
生

徒
の
無
料
観
覧
を
乞
ふ
、
許
可
の
上
男
女
生
徒
百
二
十
名
を
入
覧
せ
し
む
。

大
給
〔
近
清
〕
氏
よ
り
一
同
へ
盛
煎
餅
一
袋
を
送
ら
せ
る
。
昨
日
金
戴
園
を

寄
送
し
た
る
第
一
高
等
女
學
校
有
志
者
へ
稜
状
を
出
す
べ
く
督
促
さ
れ
て
出

す
。
入
場
者
特
別
券
十
九
枚
、
普
通
券
四
園
戴
拾
錢
、
下
足
料
八
拾
五
錢
五

厘
、
箱
葉
書
四
圃
七
拾
錢
五
厘
、
宿
直
松
林
〔
千
里
〕

川
北
雨
氏
。

十
日
丸
野
氏
全
快
出
席
。
入
場
者
普
通
券
四
圃
戴
拾
五
錢
、
綸
葉
書
参
圃

参
拾
九
錢
、
下
足
料
八
拾
七
錢
、
穂
牧
入
九
園
七
拾
壼
錢
な
り
。
宿
直
野
田

久
萬
雨
氏
。

十
一
日
入
場
者
特
別
券
五
枚
、
普
通
券
七
十
三
枚
、
下
足
料
九
拾
戴
錢
五

厘
、
給
葉
書
五
園
四
拾
参
錢
な
り
。

明
後
十
三
日
會
場
取
片
附
け
の
為
め
、
磯
谷
〔
額
縁
店
〕
に
書
面
を
出
す

事
を
中
村
先
生
に
依
頼
す
。
宿
直
薄
兒
島
雨
氏
。

十
二
日
午
後
五
時
閉
會

黒
田
先
生
よ
り
、
一
同
に
菓
子
一
折
を
恵
投
せ

ら
る
、
入
場
者
特
別
券
百
十
五
枚
普
通
券
百
一
枚
、
下
足
料
壼
薗
八
拾
九
錢

五
厘
、
綸
葉
書
六
圃
九
拾
九
錢
、
油
鎗
拾
圃
な
り
。
籍
葉
書
出
品
者
及
油
霊

に
て
自
己
所
有
額
縁
に
入
れ
た
る
も
の
は
各
自
持
蹄
れ
り
。

十
三
日
委
員
一
同
會
場
取
片
附
け
、
出
品
聾
運
搬
に
盪
力
せ
り
。

以
上
記
事
の
如
く
、
黒
田
、
岡
田
、
中
村
、
及
其
他
諸
先
生
委
員
一
同
の
霊

力
を
以
て
、
意
外
の
好
成
績
を
得
。
無
事
閉
會
し
た
る
は
、
西
洋
聾
科
一
同

の
深
く
欣
ぶ
慮
な
り
。

こ
の
記
事
に
よ
れ
ば
教
官
、
在
校
生
の
み
な
ら
ず
卒
業
生
も
応
援
出
品
し
た

こ
と
が
わ
か
る
。
同
誌
第
二
巻
第
九
号
に
は
同
年
七
月
七
日
、
収
益
三
五
二
円

七

0
銭
を
献
納
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

白
井
雨
山
帰
国

明
治
三
十
七
年
二
月
二
十
六
日
、
白
井
雨
山
が
帰
国
し
た
。
雨
山
は
パ
リ
に

滞
在
し
、
ま
た
、
イ

タ
リ
ア
、
ド
イ
ツ
、
ベ
ル
ギ
ー
、
ロ

ン
ド
ン
等
へ
も
旅
行

し
、
彫
刻
の
技
法
や
教
育
方
法
を
研
究
し
た
。
パ
リ
で
は
カ
ル
チ
ェ
・
ラ
タ
ン

の
ホ
テ
ル
、
ス
ー
フ
ロ
ー
に
中
村
不
折
、
和
田
英
作
、
下
田
次
郎
ら
と
同
宿
し

て
い
た
（
下
田
次
郎
「
旧
友
白
井
雨
山
君
を
憶
ふ
」

『
雨
山
先
生
遺
作
集
』
昭
和
四
年
）
。

留
学
中
の
雨
山
の
消
息
は
『
東
京
美
術
学
校
校
友
会
月
報
』
第
一
巻
第
二
号
、

第
十
号
の
通
信
欄
に
一
部
分
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、

『
美
術
新
報
』
な
ど
に
も

多
少
の
記
事
が
載
っ
て
い
る
が
、
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。
た
だ
、
『
美
術
新
報
』

第
一
巻
第
六
号
（
明
治
三
十
五
年
六
月
五
日
）
に
「
白
井
保
次
郎
氏
は
目
下
ア
ン

ジ
ャ
ル
ベ
ー
氏
の
ア
ト
リ
エ
に
通
学
な
し
居
る
由
」
と
い
う
注
目
す
べ
き
記
事

が
あ
り
、
こ
れ
は
同
誌
第
一
巻
第
十
三
号
（
同
年
九
月
二
十
日
）
所
載
久
米
桂
一

郎
著
「
仏
国
現
代
の
美
術
囚
」
に
「
十
七
世
紀
に
於
け
る
ヴ
ェ
ル
サ
イ
ュ
技
法

の
潤
濶
豪
華
な
る
装
飾
構
図
の
意
を
採
ら
ん
と
す
る
も
の
」
と
し
て
掲
げ
ら
れ

て
い
る
ア
ン
ジ
ャ
ル
ベ
ー
ル
(
I
n
j
a
l
b
e
r
t
)

に
雨
山
が
師
事
し
た
こ
と
を
示
し
て

い
る
。
ま
た
、
同
誌
第
三
巻
第
十
四
、
十
五
号
（
明
治
三
十
七
年
十
月
五
、
十
日
）

に
は
東
京
彫
工
会
に
於
け
る
雨
山
の
帰
国
講
演
の
記
事
が
載
っ
て
お
り
、
そ
の

中
で
雨
山
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
於
け
る
彫
刻
の
需
用
の
盛
ん
な
こ
と
や
奨
励
法
が

② 
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③
 

（『高
村
光
太
郎
全
集
』
第
七
巻
。
昭
和
三
十
二
年
筑
摩
書
房
）

整

っ
て
い
る
こ
と
、
制
作
者
が
非
常
に
誠
実
に
忍
耐
強
く
研
究
し
て
い
る
こ
と

な
ど
に
大
変
感
動
し
た
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。

雨
山
は
帰
国
後
直
ち
に
教
授
と
な
っ
た
（
三
月
十
五
日
）
。
当
時
研
究
科
に
在

籍
し
て
い
た
高
村
光
太
郎
は
ロ
ダ
ン
に
関
す
る
思
い
出
の
中
で
次
の
よ
う
に
述

べ
て
い
る
。

私
が
ロ
ダ
ン
の
名
を
は
じ
め
て
聞
い
た
の
は
明
治
三
十
六
年
頃
だ
っ
た
と
思

ふ
。
其
頃
は
ロ
ヂ
ン
と
痰
昔
し
て
ゐ
る
人
も
ゐ
た
。
丁
度
東
京
美
術
學
校
彫

刻
科
を
卒
業
し
て
研
究
科
に
ゐ
た
頃
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
フ
ラ
ン
ス
か
ら
彫

刻
科
の
助
教
授
白
井
雨
山
先
生
が
蹄
朝
せ
ら
れ
て
、
其
の
新
知
識
を
い
ろ
い

ろ
生
徒
に
披
漉
せ
ら
れ
た
中
に
ロ
ダ
ン
の
名
が
あ
っ
た
。
私
は
既
に
彫
刻
科

を
卒
業
し
た
も
の
の
、
彫
刻
に
つ
い
て
は
ま
だ
ま
る
で
暗
中
摸
索
の
状
態

で
、
ど
ん
な
新
知
識
の
一
片
に
で
も
飢
ゑ
渇
い
て
ゐ
た
時
で
あ
っ
た
か
ら
、

何
で
も
根
掘
り
葉
掘
り
先
生
に
い
ろ
ん
な
事
を
た
づ
ね
た
。
フ
ラ
ン
ス
彫
刻

の
｛鳥
員
も
多
敷
持
つ
て
蹄
ら
れ
た
が
、
そ
の
中
に
ロ
ダ
ン
の
も
の
は
な
か
つ

た
。
バ
ル
ト
ロ
メ
と
か
、
カ
ル
ボ
オ
と
か
、
ダ
ル
ウ
あ
た
り
の
も
の
を
見
せ

ら
れ
た
や
う
に
お
ぼ
え
て

ゐ
る
。
先
生
は
数
室
で
私
の
油
土
の
彫
塑
を
見

て
、

「
君
の
作
風
は
細
か
に
き
れ
い
に
仕
上
げ
る
方
だ
か
ら
ロ
ダ
ソ
の
行
き

方
と
は
違
ふ
。

ロ
ダ
ソ
は
狂
人
の
や
う
な
彫
刻
家
で
、
奇
矯
な
作
を
つ
く

る
。
あ
ん
な
ま
ね
は
為
な
い
方
が
い
い
」
と
い
は
れ
た
。
作
風
が
違
ふ
と
い

は
れ
る
と
、
そ
の
違
っ
た
作
風
が
知
り
た
く
て
却
て
甚
だ
し
く
好
奇
心
を
そ

そ
ら
れ
た
。

白
浜
徴
の
留
学

明
治
三
十
六
年
七
月
三
十
日
、
白
浜
徴
は
満
三
年
の
欧
米
留
学
を
命
ぜ
ら

れ
、
翌
三
十
七
年
三
月
十
八
日
に
出
発
し
た
。
正
木
直
彦
の
期
待
を
担
っ
て
新

し
い
図
画
教
育
の
リ
ー
ダ
ー
に
相
応
し
い
知
見
を
得
る
た
め
で
あ
り
、
図
画
教

育
界
で
は
こ
れ
が
最
初
の
国
費
留
学
生
で
あ
っ
た
。
同
年
五
月
、
白
浜
は
マ
サ

チ
ュ
セ
ッ
ツ
州
立
図
画
師
範
学
校
(
H
i
g
h
er
N
o
m
a
]
 A
rt 
Sc
h
o
o
l)
に
入
学
。
セ

ソ
ト
ル
イ
ス
万
国
博
に
出
か
け
た
り
、
ボ
ス
ト
ン
で
は
岡
倉
天
心
や
六
角
紫
水

ら
と
も
交
流
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る

(282
頁
書
簡
参
照
）
。

マ
サ
チ
ュ
七
ッ
ツ
州
立
図
画
師
範
学
校
は
イ
ギ
リ
ス
か
ら
招
か
れ
た

te
r
 S
m
i
t
h
の
プ
ラ
ン
に
よ
っ
て

一
八
七
三
年
に
出
来
た
学
校
で
、
白
浜
が
こ

こ
で
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
勉
強
を
し
た
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
帰
国
後
の
著

述
等
か
ら
判
断
し
て
白
浜
は
同
校
や
ボ
ス
ト
ソ
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
図
画
教
育

の
思
潮
に
多
く
を
学
ん
だ
様
子
で
あ
る
。
当
時
は
フ
ェ
ノ
ロ
サ
が
米
国
各
地
で

日
本
美
術
、
美
術
教
育
に
関
す
る
講
演
を
続
け
て
お
り
、
フ
ェ
ノ
ロ
サ
の
説
に

共
嗚
し
て
フ
ェ
ノ

ロ
サ
1
1
ダ
ウ
方
式
と
呼
ば
れ
る
日
本
画
を
採
入
れ
た
革
新
的

な
図
画
教
育
法
を
樹
立
し
て
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
で
活
躍
し
て
い
た
ダ
ウ

Ar,

t
h
u
r
 
W

e
sl
e
y
 D
o
w
 (
1
8
5
7
¥

1
9
2
2
)

が
居
て
、
ボ
ス
ト
ン
や
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

の
図
画
教
育
界
で
支
持
さ
れ
て
い
た
。
白
浜
も
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
で
ダ
ウ
の
幻

灯
を
使
用
し
た
講
義
を
聴
ぎ
感
銘
を
受
け
た
ら
し
い
。
ダ
ウ
と
白
浜
の
関
係
に

¥/＞
 

つ
い
て

は
金
子
一
夫
著
「
続

・
日
本
の
近
代
美
術
教
育
史
」

9
1
2
(『美
育
文

く
く

化
』
第
二
十
八
巻
第
七
号
。
昭
和
五
十
三
年
七
月
、
同
第
十
二
号。

同
年
十
二
月
。
美
育

文
化
協
会
）
お
よ
び
「
ア
ー
サ

ー
・

ウ
ェ
ズ
レ
イ

・
ダ
ウ
の
鑑
賞
教
育
」
（
『美
術

教
育
論
ノ
ー
ト
』
同
五
十
七
年
六
月
。
開
隆
堂
出
版
）
に
論
攻
が
あ
る
が
、
金
子
氏

は
後
者
に
於
い
て
、
「
白
浜
は
帰
国
後
、
国
定
教
科
書
『
新
定
画
帖
』
の
編
集
に

参
加
し、

多
く
の
新
教
材
を
も
た
ら
す
。
シ
ル
エ
ッ
ト
画
、
『
位
置
の
取
り
方
』

W
a
l
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